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調査研究課題名 交通の健康学的影響に関する研究Ⅱ 
―自家用車利用通勤の健康学的影響に関する調査― 

 担 当 者 研究官  蹴揚 秀男 
①当初目標と目標達成度  
本調査研究は、通勤における交通機関の利用が「人の健康」に及ぼす影響について分析

することを目的に、各種の生理学的手法等を用いて交通機関利用時のストレスを測定した

ものである。この結果、交通分野での調査実施手法や交通と人の健康との関連性について

多くの知見を得ることができた。 
②調査研究内容の妥当性  
これまで交通機関利用時のストレスが「人の健康」に及ぼす影響に関する研究事例はほ

とんど見られず、独自性が高い。また、本調査研究では、自家用車利用による通勤が健康

面に及ぼす影響を測定し、同一被験者群による公共交通機関利用（バス等）とのスト

レス比較を行うことにより、交通機関別のストレス変動等について幅広く考察することが

できた。 
③調査研究の仕組みの妥当性  
心理学、生理学等の分野における学識経験者からなる「交通の健康学的影響に関する研

究会」を設置するとともに、諏訪東京理科大学助教授 篠原菊紀氏を当研究所客員研究官と
して招聘し、的確な意見を受けながら調査研究を進めることができた。 

 
④成果と活用  

成果を対外的に公表するとともに、今後の国土交通施策の検討材料として役立てる。 
 

⑤その他  

PRI Review第 20号（2006年春号）に掲載済み。 
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